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そ
こ
ま
で
や
る
か
！

東
電
の
国
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最高裁はや聖域ょ
ではない|‐ ■|‐ ‐

山
習
〓
高
裁
事
務
総
局
」

「罰
金
刑
か
執
行
猶
予
つ
き
の

有
罪
か
。
公
民
権
停
上
で
選
挙

に
出
ら
れ
な
く
な
る
」

小
沢

一
郎

・
民
主
党
元
代
表

あ
周
辺
は
今
、
東
京
地
裁
が
４

月
下
旬
に
も
言
い
渡
す
判
決
に

っ
い
て

「剛
腕
抹
殺
の
号
砲
と

な
る
」
と
語
り
合

っ
て
い
る
。

意
外
な
感
が
す
る
が
、
小
沢
氏

の
シ
ン
パ
議
員
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど

″潔
白
″
と
い
う
結
末
を

予
測
で
き
な
い
ら
し
い
。

本
誌
３
月
４
日
号
で
触
れ
た

が
、
資
金
管
理
団
体

「陸
山
会
」

の
土
地
購
入
を
巡
る
政
治
資
金

規
正
法
違
反

（虚
偽
記
載
）
事

件

の
公
判

で
、
「
小
沢
無
罪
」

の
可
能
性
は
高
ま
つ
た
。
小
沢

氏
の
関
与
を
示
す
直
接
証
拠
だ

っ
た
元
秘
書
、
石
川
知
裕
衆
院

議
員
の
供
述
調
書
を
は
じ
め
申

請
さ
れ
た
証
拠
の
大
半
が
２
月

‐７
日
に
却
下
さ
れ
た
。

「
こ
れ
で
有
罪
の
証
拠
は
ほ
と

ん
ど
消
え
た
。
小
沢
氏
の
責
任

を
問
う
に
は
、
虚
偽
記
載
を
強

く
指
示
し
た
と
か
具
体
的
な
内

容
が
な
い
と
不
可
能
」

小
沢
氏
の
主
任
弁
護
人
を
務

め
る
弘
中
惇

一
郎
弁
護
士
が
記

者
会
見
で
語

っ
た
通
り
、
現
状

で
は
無
罪
が
濃
厚
だ
が
小
沢
氏

周
辺
の
不
安
は
消
え
る
ど
こ
ろ

い
高
ま
つ
て
い
る
。
単
な
る
椿

憂
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
と
も

言
い
切
れ
な
い
よ
う
だ
。

＾
ズ
検
事
）
調
書
の
文
面
は
供

述
内
容
に
基
づ
か
ず
に

一
方
的

に
作
成
し
た
と
う
か
が
わ
れ
、

違
法
不
当
で
許
容
で
き
な
い
」

大
善
文
男
裁
判
長
に
こ
う
捜

査
手
法
を
真

っ
向
か
ら
否
定
さ

れ
た
検
察
当
局
だ
が
、
内
部
に

は
楽
観
論
す
ら
漂

つ
て
い
る
。

東
京
高
検
幹
部
が
話
す
。

「石
川
氏
が
聴
取
を
録
音
し
て

利
益
騎
導
や
調
書
の
機
ざ
が
明

ら
か
に
な
っ
た
以
上
、他
の
証
拠

を
含
め
て
厳
密
に
査
定
さ
れ
る

の
は
当
然
「大
善
裁
判
長
は
捜
査

批
判
で
″ガ
ス
抜
き
″
を
図
り
、
そ

れ
と
切
り
離
し
て
判
決
を
出
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
『
２

０
０
４
年
の
土
地
購
入
代
金
支

払
い
を
翌
年
分
の
政
治
資
金
収

支
報
告
書
に
計
上
す
る
こ
と
を

小
沢
氏
に
報
告
し
た
」
と
い
う
池

田
光
智
元
秘
書
の
調
書
は
、証
拠
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と
し
て
採
用
さ
れ
た
。関
与
を
全

面
否
定
し
て
い
る
小
沢
氏
の
姿

勢
を
踏
ま
え
、有
罪
と
認
定
さ
れ

る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
」

石
川
議
員
を
取
り
調
べ
た
特

捜
検
事

（当
時
）
は

″捏
造
調

書
″
の
み
な
ら
ず
、
捜
査
報
告

書
に
も
虚
偽
の
記
載
を
し
て
い

た
こ
と
が
発
覚
。
検
察
審
査
会

に
よ
る
強
制
起
訴
の
判
断
材
料

に
な
っ
た
シ
ロ
モ
ノ
だ
が
二
法

廷
に
引
き
ず
り
出
し
て
し
ま
え

ば
こ
ち
ら
の
モ
ノ
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
発
想
は
こ
の
高
検
幹

部
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

本
誌
は
２
月
２６
日
号
の
特
集

記
事

「仕
組

，ま
れ
た

『
小
沢
有

罪
』
疑
惑
」
で
、
検
審
員
を
決
め

る
た
め
の
「検
察
審
査
員
候
補
者

名
簿
管
理
シ
ス
テ
ム
」
（以
下
、

検
審
ソ
フ
ト
）
を
取
り
上
げ
た
。

表
向
き
は
ラ
ン
ダ
ム
に
メ
ン
バ

ー
を
選
出
す
る
も
の
だ
が
、
デ

ー
タ
の
改
ざ
ん
で
恣
意
的
に
選

べ
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

検
審
ソ
フ
■
に
詳
し
い
関
係

者
が
明
か
す
。

「全
国
各
地
の
検
審
は
選
出
過

程
の
中
で
、
い
っ
た
ん
検
審
員

の
候
補
予
定
者
の
名
簿
フ
ァ
イ

ル
を
最
高
裁
事
務
総
局
に
送
っ

て
い
ま
す
。
事
務
総
局
は
こ
の

名
簿
の
内
容
を
確
認
し
て
検
審

に
差
し
戻
し
て
お
り
事
実
上
の

検
閲
と
い
え
ま
す
が
、
こ
の
名

簿
に
手
入
力
で
デ
ー
タ
を
書
き

換
え
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
内
部
に

あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
意
図
的

に
候
補
予
定
者
を
追
加

・
削
除

す
る
権
限
が
事
務
総
局
に
認
め

ら
れ
て
い
る
格
好
で
す
」

検
審
の
中
立
性
が
疑
わ
れ
か

ね
な

い
仕
組

み
の
検
審

ソ
フ

ト
。
最
高
裁
事
務
総
局
か
ら
０８

年
４
月
に
２
４
９
９
万
円
で
開

発
を
受
注
し
た
の
は

「富
士
ソ

フ
ト
」
（
横
浜
市
中
区
）
だ
。

契
約
書
で
は
開
発
の
外
部
委
託

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は

別
の
会
社
に
回
さ
れ
た
。

「納
期
が
５
カ
月
後
と
短
め
に

設
定
さ
れ
た
た
め
、
契
約
か
ら

間
も
な
い
時
期
に
特
例
と
し
て

下
請
け
を
認
め
て
も
ら

っ
た
」

（富
士
ソ
フ
ト
広
報
担
当
）

富
士
ソ
フ
ト
と
い
え
ば
東
証

ｌ
部
上
場
会
社
。
仮
に

「納
期

が
短
い
」
と
し
て
も
、
原
則
禁

じ
ら
れ
て
い
る
外
注
行
為
の
結

果
と
し
て
公
平
性
が
担
保
さ
れ

な
い
ソ
フ
ト
が
納
品
さ
れ
、
改

修
や
保
守
を
含
め
て
約
６
０
０

０
万
円
と
い
う
高
額
の
費
用
が

つ
ぎ
込
ま
れ
た
責
任
は
あ
る
。

予
定
価
格
が
入
札
額
と
完
全
に
一
致

検
審
ソ
フ
ト
導
入
の
取
材
を

進
め
る
う
ち
、
本
誌
は
最
高
裁

の
内
部
資
料
を
入
手
し
た
。
資

料
を
精
査
す
る
と
、
司
法
機
関

に
あ
る
ま
じ
き
重
大
疑
惑
が
浮

上
し
た
。

手
元
に
Ａ
４
判
１２
枚
の

一
覧

表
が
あ
る
。
最
高
裁
事
務
総
局

が
作
成
し
た
い
２
０
０
７
年
度

か
ら
１０
年
度
途
中
ま
で
の
シ
ス

テ
ム
関
連
の
調
達
状
況
を
ま
と

め
た
文
書
だ
。

入
札
で
は

一
般
的
に
、
予
定

価
格
に
対
す
る
落
札
価
格
の
割

合

（落
札
率
）
が
９０
％
を
超
え

る
と
談
合
の
疑
い
が
濃
厚
と
さ

れ
る
。
自
治
体
は
談
合
対
策
と

し
て
、
入
札
前
に
談
合
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
情
報
ど
お

り
の
会
社
が
落
札
し
、
か
つ
落
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「落
札
率
が
高
い
と
い
う
認
識
は
な
い
」

札
金
額
が
予
定
価
格
の
９０
％
以

上
な
ら
、
入
札
参
加
者
を
談
合

の
疑
い
で
調
査
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
¨

本
誌
が
入
手
ｔ
た
資
料
を
分

析
す
る
ｔ
、
調
達
は
１
５
５
件
。

随
意
契
約
や
企
画
競
争
方
式
も

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

一
般
競
争

入
札
だ
。
落
札
率
が

「９０
％
以

上
」
だ
っ
た
の
は
１
２
３
件
で

全
体
の
７９
％
。
実
に
８
割
も
の

契
約
が
談
合
疑
惑
の
対
象
に
な

る
。
ぅ
ち

「９９
％
台
　
・
」
は
４３
件

で
、
「
１
０
０
％
」
は
な
ん
と

‐９
件
。
つ
ま
り
全
体
の
１２
％
は
、

予
定
価
格
と
完
全
に

一
致
し
た

入
札
額
な
の
だ
。

応
札
会
社
が
１
社
だ
け
で
、

業
者
間
の
競
争
が
生
じ
な
い
た

め

コ
ス
ト
増
の
要
因
に
な
る

「
１
社
入
札
」
は
、
１
３
１
件

に
の
ぼ
る
。
複
数
の
業
者
が
入

札
に
参
加
す
る
と
、
落
札
率
は

急
激
に
低
下
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、

０９
年
度
の

「刑
事
裁
判

事
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

は
入
札
説
明
書
を
２９
社
が
受

領
。
３
社
に
よ
る
応
札
を
勝
ち

抜

い
た

の
は
３
７
８
０
万
円

で
、
落
札
率
は
４２

・
９３
％
ま
で

下
が
っ
た
。

で
は
、
最
高
裁
事
務
総
局
は

―ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
調
達
し
て

い
る
の
か
。

「司
法
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
」

の
関
連
事
業
を
独
占
し
て
い
る

の
は
、
オ
フ
イ
ス
用
複
写
機
の

製
造

・
販
売

で
知
ら
れ
る
Ａ

社
。
契
約
は
シ
ス
テ
ム
の
保
守

や
運
用
支
援
、
設
定
作
業
と
６

回
に
分
け
ら
れ
、
総
額
８
億
７

９
６
万
６
６
０
０
円
に
達
す

る
。
い
ず
れ
も

一
般
競
争
入
札

で
説
明
書
を
受
け
取

っ
た
企
業

は
４
～
Ｈ
社
い
た
が
、
技
術
審

査
を
申
請
す
る
段
階
で
Ａ
社
だ

け
に
な
り
、
最
終
的
に
１
社
入

札
と
な
っ
た
一
落
札
率
は
軒
並

み
高
く
最
高
で
９９

・
８６
％
だ
つ

た
。一

般
競
争
入
札
で
落
札
率
ｌ

０
０
％
を
た
た
き
出
し
た
の
は

▽
督
促
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
の
運
用
保
守
３
件

（す
べ

て
Ｂ
社
の
み
応
札
、
計
３
億
４

８
１
万
５
０
０
０
円
）
▽
民
事

裁
判
事
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運

用

（Ｃ
社
５
１
６
６
万
円
）
▽

期
日
進
行
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

調
停
委
員
出
勤
管
理
プ

ロ
グ
ラ

ム
、
後
見
事
件
管
理
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
運
用
保
守

（Ｄ
社
４
４
１

０
万
円
）
▽
裁
判
所
職
員
用
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
移
行
作
業
と
保
守

（そ
れ
ぞ

れ
Ｂ
、
Ｅ
社
が
落
札
し
て
計
４
９

３
５
万
円
）―
―
な
ど
だ
っ
た
。

ソ
フ
ト
に
詳
し
い
専
門
家
が

語
る
。

「資
料
を
見
る
限
り
、
ほ
と
ん

ど
不
必
要
な
シ
ス
テ
ム
で
民
間

の
相
場
よ
り
は
る
か
に
高
い
保

つ
ま
り
、
官
製
談
合
の
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
と
の
指
摘

だ
。
こ
の
疑
惑
に
つ
い
て
、
最

高
裁
は
ど
う
答
え
る
か
。

「調
達
は
適
正
に
行
っ
て
お
り
、

落
札
率
が
高
い
と
い
う
認
識
は

な
い
。予
定
価
格
を
設
定
し
て
い

る
の
は
最
高
裁
事
務
総
局
内
の

経
理
局
で
、最
終
的
な
決
定
権
者

は
経
理
局
長
。予
定
価
格
を
業
者

側
に
伝
え
て
い
る
事
実
は
な
い
」

（最
高
裁
事
務
総
局
広
報
課
）

落
札
率
は
高
く
な
い
。
本
誌

の
取
材
に
開
き
直
る
最
高
裁
事

務
総
局
だ
が
″超
高
額
の
契
約
″

守
点
検
費
用
、
意
味
の
な
い
開

発
ば
か
り
で
す
ね
。
お
い
し
い

事
業
に
応
札
が
１
社
だ
け
と
い

う
の
は
極
め
て
不
自
然
で
す
」

司
法
行
政
に
詳
し
い
西
川
伸

一
・
明
治
大
政
治
経
済
学
部
教

授
も
目
を
丸
く
し
た
。

「最
高
裁
事
務
総
局
が
入
札
者

を
調
整
し
て
予
定
価
格
を
伝
え

て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
高

い
落
札
率
は
あ
り
得
な
い
の
で

は
な
い
か
」

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
シ
ス
テ

ム
業
界
の
関
係
者
が
そ
の

一
端

を
明
か
す
。

「受
注
業
者
に
は
、
地
裁
ク
ラ

ス
の
事
務
職
員
か
ら
最
高
裁
事

務
総
局
の
司
法
官
僚
ま
で
天
下

り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

異
様
に
高
額
な
契
約
が
多
い
以

上
、
詳
細
な
説
明
が
な
け
れ
ば

再
就
職
先
を
確
保
す
る
た
め
の

調
達
で
は
な
い
か
と
勘
ぐ
ら
れ

て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
」

前
出
の
西
川
教
授
は
、

「予
算
は
毎
年
度
使
い
切
ら
な

け
れ
ば
、
翌
年
か
ら
減
額
さ
れ

る
。
事
務
総
局
が
高
い
落
札
額

で
発
注
し
て
い
る
の
は
、
役
所

特
有
の
全
額
消
費
の
原
則
で
は
」

と
語
る
。
ン」
う
し
た
最
高
裁

事
務
総
局
の
予
算
執
行
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
は
会
計
検
査
院
だ

が
、
十
分
に
機
能
し
て
い
る
の

か
。
会
計
検
査
院
関
係
者
が
話

す
。「

最
高
裁

で
は
最
近
５
年
間

で
、
裁
判
員
制
度
の
広
報
事
業

を
正
式
な
契
約
を
交
わ
す
前
か

ら
発
注
ｔ
て
い
た
件
が
発
覚
し

た
が
、
こ
れ
は
国
会
の
追
及
で

わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
会
計
検

査
院
は
清
掃
業
務
の
請
負
契
約

で
、
清
掃
員
の
人
数
を
誤
っ
て

算
出
し
た
た
め
契
約
額
が
割
高

に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
程
度
。
検
査
が
形
骸

化
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
も

し
ょ
う
が
な
い
」

会
計
検
査
院
と
い
え
ど
も
、

最
高
裁
は

〃聖
域
″
に
近
い
存

在
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

最
高
裁
に
あ
る
事
務
総
局
と
は

ど
ん
な
組
織
な
の
か
。
前
出
の

西
川
教
授
が
明
か
す
。

「裁
判
官
は
全
国
に
約
３
０
０

０
人
い
ま
す
が
、
１
割
近
く
は

2θf23ffり升 毎日



現
場
で
裁
判
を
担
当
し
な
い
司

法
官
僚
で
、
司
法
界
ト
ッ
プ
で

あ
る
最
高
裁
裁
判
官

へ
の
出
世

コ
ー

ス
を
歩
ん
で
い
る
の
で

す
。
他
の
申
央
省
庁
の
キ
ヤ
リ

ア
官
僚
と
同
様
に
ぃ
若
い
こ
ろ

か
ら
幹
部
候
補
と
し
て

フ純
粋

培
養
年
さ
れ
る
「
そ
の
総
本
山

こ
そ
最
高
裁
事
務
総
局
で
す
。

訴
訟
手
続
き
や
裁
　

ヽ
半Ｊ
所
、
同
法

事
務
処
理

の
規
則
に
は
じ
ま

り
、
裁
判
官
の
人
事
、
下
級
裁

判
所
の
予
算
編
成
な
ど
司
法
行

政
を

一
手
に
担
っ
て
い
ま
す
」

憲
法
７６
条
で
は
、
裁
判
官
を

〈
そ
の
良
心
に
従
ひ
独
立
ｔ
て

そ
の
職
権
を
行
ひ
、
こ
の
憲
法

及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ

る
〉
と
記
し
て
い
る
。　
　
・

一
だ
が
、
昇
給
や
異
動
が
絡
む

人
事
権
は
最
高
裁
事
務
総
局
が

握
つ
て
い
る
の
だ
ず
一
一
　

一

「裁
判
官
の
人
事
考
課
で
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
判
決
が
上
級

裁
判
所
で
覆
さ
れ
る
こ

‐と
“
刑

事
裁
判
で
有
罪
率
が
９９
％
に
達

す
る
の
も
い
無
罪
判
決
が
国
家

権
力
で
あ
る
検
察

へ
の
反
逆
之

捉
え
ら
れ
、
人
事
に
影
響
す
る

か
ら
で
す
」
（西
川
教
授
）

こ
う
し
て
誕
生
す
る
の
が

〃
‐‐ヒ
‐ラメ
´
■
呼
ば
れ
る
裁
判

官
だ
。
海
底
で
上
ば
か
り
見
て

い
る
ｔ
ラ
ス
の
よ
う
に
↓
泊
己

保
身
の
た
め
に
上
級
庁
や
司
法

官
僚
の
意
向
を
気
に
し
て
い

・る
。
今
の
と
こ
ろ
小
沢
裁
判
を

担
当
す
る
大
善
裁
判
長
が

フヒ

ラ
メ

，
か
は
分
か
ら
な
い
“
ｔ

か
し

「小
沢
裁
判
は
注
目
度
の

高
い
大
物
政
治
家
の
事
件
で

す
¨
証
拠
採
用
の
可
否
か
ら
判

決
に
至
る
シ
ナ
サ
オ
は
事
務
総

局
が
授
け
て
い
る
」
（事
務
総

局
Ｏ
Ｂ
）
‐
と
の
一声
は
存
在
す
る
。

冒
頭
に
挙
げ
た
小
沢
氏
周
辺

の
懸
念
も
的
を
射
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
ぅ
。
　
一

「小
沢
裁
判
」
で
見
え
て
き
た

の
は
特
捜
検
察
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ

り
だ
け
で
は
な
い
。
国
民
の
目

か
ら
遮
ら
れ
て
き
た
司
法
の
ト

ツ
プ
の
怪
し
い
実
態
だ
。
聖
域

に
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
誌

。
鳴
海

崇ヽ

松井一郎府知事 (上)

と野村修也弁護士

田
市
議
が
「橋
下
ハ
策
」
に
異
議
あ
り

思
想
調
査
に

エ
ツ
ク

。
橋
下
徹
氏
が
大
阪
市

長
に

が
ら
僅
か
２
カ
月
余
り
で
ヽ
大
阪
市
は
ｔ
晴
黒

″

と
化

し

た

ｏ
人

気

に
あ
ぐ

ら
を
．
か

い
て
や
り

た

い
放

題
一

気

シ
ズ
ム
様
ク
だ
が
、
意
外
に
も
そ
の
足
元
か
ら

反
乱
の
兆
し

た
。

に
つ
い
て

一
時
凍
結
の
方
針
を

市
長
が
そ
う

明
記
し
た

″強
制

動
部
隊
は
野
村
氏
が
率
い
る
第

二
者

‥調査
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
▼
組
合
が

焦る八シズム様

大
阪
市
特
別
顧
間
の
野
村
修

也
弁
護
士
は
２
月
１７
日
、
約
３

万
４
０
０
０
人
の
全
職
員
を
対

象
と
し
た
「職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

明
ら
か
に
し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト

は
９
日
、
橋
下
徹

・
大
阪
市
長

が
命
じ
た
も
の
で
‐、
１６
日
が
回

答
期
限
だ
っ
た
「　
　
　
　
・

「
回
答
し
な
け
れ
ば
処
分
す

り升 毎日 2θ123ff2f


